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【手続補正書】
【提出日】平成29年11月7日(2017.11.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータの複数のレイヤを有するビットストリームを符号化するための方法であっ
て、ビデオデータの前記複数のレイヤはベースレイヤを含み、前記方法は、
　前記ビットストリーム内に、複数の出力レイヤセット（ＯＬＳ）を示す１つまたは複数
のシンタックス要素を生成することと、各ＯＬＳは前記複数のレイヤのうちの１つまたは
複数のレイヤを有し、前記１つまたは複数のシンタックス要素は、前記複数のＯＬＳの各
ＯＬＳについてのプロファイル、ティア、およびレベル（ＰＴＬ）情報をさらに示し、
　ビデオパラメータセット（ＶＰＳ）中に前記１つまたは複数のシンタックス要素を含む
前記複数のレイヤを符号化することと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記ＶＰＳは第０のＯＬＳについてのＰＴＬ情報を示す、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第０のＯＬＳについての前記ＰＴＬ情報は、前記ＶＰＳのＶＰＳ拡張部分中に含ま
れる、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ビデオデータの複数のレイヤを有するビットストリームを符号化するためのデバイスで
あって、ビデオデータの前記複数のレイヤはベースレイヤを含み、前記デバイスは、
　ビデオデータの前記複数のレイヤを記憶するように構成されたメモリと、
　前記メモリに動作可能に結合され、
　　前記ビットストリーム内に、複数の出力レイヤセット（ＯＬＳ）を示す１つまたは複
数のシンタックス要素を生成することと、各ＯＬＳは前記複数のレイヤのうちの１つまた
は複数のレイヤを有し、前記１つまたは複数のシンタックス要素は、前記複数のＯＬＳの
各ＯＬＳについてのプロファイル、ティア、およびレベル（ＰＴＬ）情報をさらに示し、
　　ビデオパラメータセット（ＶＰＳ）中に前記１つまたは複数のシンタックス要素を含
む前記複数のレイヤを符号化することと、
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
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　を備える、デバイス。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＶＰＳ中に第０のＯＬＳについてのＰＴＬ情
報を示すようにさらに構成された、請求項４に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＶＰＳのＶＰＳ拡張部分中に前記第０のＯＬ
Ｓについての前記ＰＴＬ情報を示すようにさらに構成された、請求項５に記載のデバイス
。
【請求項７】
　ビデオデータを復号するための方法であって、
　ビデオデータの複数のレイヤを有するビットストリームを受信することと、ビデオデー
タの前記複数のレイヤはベースレイヤとビデオパラメータセット（ＶＰＳ）とを含み、前
記ＶＰＳは、複数の出力レイヤセット（ＯＬＳ）と、前記複数のＯＬＳの各ＯＬＳについ
てのプロファイル、ティア、およびレベル（ＰＴＬ）情報とを示し、
　前記１つまたは複数のレイヤから１つのＯＬＳをターゲットＯＬＳとして選択すること
と、
　前記ＶＰＳ中でシグナリングされるＰＴＬ情報に基づいて、前記ターゲットＯＬＳを復
号することと、
　を備える、方法。
【請求項８】
　前記ターゲットＯＬＳは第０のＯＬＳであり、前記ＶＰＳは前記第０のＯＬＳについて
のＰＴＬ情報を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第０のＯＬＳについての前記ＰＴＬ情報は、前記ＶＰＳのＶＰＳ拡張中に含まれる
、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ビデオデータを復号するためのデバイスであって、
　ビデオデータの複数のレイヤを有するビットストリームを記憶するように構成されたメ
モリと、ビデオデータの前記複数のレイヤはベースレイヤとビデオパラメータセット（Ｖ
ＰＳ）とを含み、前記ＶＰＳは、複数の出力レイヤセット（ＯＬＳ）と、前記複数のＯＬ
Ｓの各ＯＬＳについてのプロファイル、ティア、およびレベル（ＰＴＬ）情報とを示し、
　前記メモリに動作可能に結合され、
　　前記１つまたは複数のレイヤから１つのＯＬＳをターゲットＯＬＳとして選択するこ
とと、
　　前記ＶＰＳ中でシグナリングされるＰＴＬ情報に基づいて、前記ターゲットＯＬＳを
復号することと、
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備える、デバイス。
【請求項１１】
　前記ターゲットＯＬＳは第０のＯＬＳであり、前記ＶＰＳは前記第０のＯＬＳについて
のＰＴＬ情報を含む、請求項１０に記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記第０のＯＬＳについての前記ＰＴＬ情報は、前記ＶＰＳのＶＰＳ拡張中に含まれる
、請求項１１に記載のデバイス。
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